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Ⅰ．２０１４年度 業績報告  （１） 月別前売前年比 推移（単体） 
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＜２０１４年 月別前年比＞ 
単位：％ 

（※）日本百貨店協会 発表数字より （店舗数調整前前年比を記載） 

＜四半期別  トピックス＞ 

・第１四半期： １,２月の冷え込みにより重衣料を中心に好調に推移。消費者の節約志向は続いているものの、景気回復の期待 

          感や３月後半から末にかけて消費税率引き上げ前の駆け込み需要の影響などもあり、３月春物商戦は好調に 

          推移しました。 

・第２四半期： ４月以降消費増税の影響により、店頭の売上は前年対比マイナス基調の動きで推移しました。直営路面店、ＥＣ 

          通販、アウトレット各販路では前年を確保することができ、全社的に落ち込みを最小限にとどめることが出来ました。 

          上期計では前年比１０４％。 

・第３四半期： ７月から８月前半にかけて夏物のセールが気温の上昇と共に順調でした。８月後半から９月にかけては気温が 

          例年より低くなるなど天候にも恵まれ、アウターを中心にシーズン序盤から秋冬物の動きが見られ前年に対して 

          プラスを確保しました。 

・第４四半期： １０月以降も天候要因の後押しもあり、重衣料を中心に好調に推移しました。１１月後半からやや中だるみの傾向 

          が見られたものの防寒衣料を主軸に堅調に推移しました。 

          下期計では前年比１０５％。 

 

1月 2月 3月 第1Ｑ 4月 5月 6月 第2Ｑ 上期計 7月 8月 9月 第3Ｑ 10月 11月 12月 第4Ｑ 下期計 年間計

紳士服 104 104 122 110 95 100 93 96 103 105 106 113 108 103 105 101 103 105 104

婦人服 107 106 121 112 94 98 97 96 105 102 110 110 107 105 105 105 105 106 105

子供服 126 95 103 107 91 97 94 94 101 101 108 93 100 90 101 98 96 98 99

計 106 105 121 111 94 99 95 96 104 103 109 110 107 104 105 103 104 105 105

※参考
全国百貨店

衣料品計
100 99 118 106 87 96 93 92 99 96 99 100 98 97 96 97 97 98 99



Ⅰ．２０１４年度 業績報告  （２） 損益計算書（連結） 

6 Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

＜売上高及び利益額＞ 
単位：百万円 

（注）年間（通期）の１４年計画については２０１４年７月３１日公表の通期業績予想の修正数値（上期実績+下期計画） 

＜損益計算書（連結） トピックス＞ 

・ 通期業績計画については、第２四半期累計期間決算時点で、それまでの実績を踏まえつつ、下期は当初計画を据え置きとして、上方修正を 
  しました。 

・ 店頭の販売額が消費増税後の第２Ｑを除き前年を上回り順調に推移した結果、当連結会計年度の実績は増収増益、計画達成となりました。 

・ 売上総利益額は上期・下期ともにほぼ計画通りの利益率を確保し、通期では計画に対し+０．１ポイント確保となりました。 

・ 販管費については、業務の一層の効率化を追求した結果、計画から５億９千１百万円の減少となりました。（P-７に詳細説明） 

・ 営業利益については、売上高・売上総利益額の増加、販管費の削減により、計画から１５億１千３百万円増加しました。 

  

対前年 対計画 対前年 対計画 対前年 対計画

売上高 50,816 51,000 53,270 2,454 2,270 55,534 56,000 57,726 2,191 1,726 106,350 109,300 110,996 4,645 1,696

総利益額 25,137 25,200 26,228 1,091 1,028 26,421 26,500 27,395 974 895 51,558 52,700 53,623 2,065 923

利益率 49.5% 49.4% 49.2% -0.3% -0.2% 47.6% 47.3% 47.5% -0.1% 0.2% 48.5% 48.2% 48.3% -0.2% 0.1%

販管費 22,295 22,200 21,713 ▲ 581 ▲ 487 22,209 22,300 21,696 ▲ 512 ▲ 604 44,504 44,000 43,409 ▲ 1,094 ▲ 591

販管費率 43.9% 43.5% 40.8% -3.1% -2.7% 40.0% 39.8% 37.6% -2.4% -2.2% 41.8% 40.3% 39.1% -2.7% -1.2%

営業利益 2,842 3,000 4,515 1,673 1,515 4,211 4,200 5,698 1,487 1,498 7,053 8,700 10,213 3,160 1,513

利益率 5.6% 5.9% 8.5% 2.9% 2.6% 7.6% 7.5% 9.9% 2.3% 2.4% 6.6% 8.0% 9.2% 2.6% 1.2%

経常利益 3,105 3,100 4,570 1,464 1,470 4,394 4,400 5,778 1,383 1,378 7,499 8,900 10,348 2,848 1,448

利益率 6.1% 6.1% 8.6% 2.5% 2.5% 7.9% 7.9% 10.0% 2.1% 2.1% 7.1% 8.1% 9.3% 2.2% 1.2%

純利益 ▲ 166 1,800 3,173 3,340 1,373 3,814 2,400 3,145 ▲ 670 745 3,648 5,500 6,318 2,669 818

利益率 -0.3% 3.5% 6.0% 6.3% 2.5% 6.9% 4.3% 5.4% -1.5% 1.1% 3.4% 5.0% 5.7% 2.3% 0.7%

14年実績
増減額（率）

14年計画 14年実績
増減額（率）

13年実績 14年計画13年実績 14年計画 14年実績
増減額（率）

13年実績

上期　（1Q・2Q） 下期　（3Q・4Q） 年間　（通期）
（注） 



Ⅰ． ２０１４年度 業績報告  （３） 販管費 実績（連結）     
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＜販管費＞ 
単位：百万円 

＜販管費  トピックス＞  

  ・給料手当は三陽商会（単体）における2013年6月末の希望退職制度実施による効果等もあり７億８千３百万円減少しました。 

 ・広告宣伝費は基幹事業を中心に積極的な投資を行い、売場設営費（単体）が２億６千１百万円増加したこと等により、全体で 
  ２億８千３百万円増加しました。 

 ・不動産賃借料は事務所利用スペースの効率化等により、１億６千３百万円減少しました。 

 ・その他として業務委託費の見直し等により、４億６百万円減少しました。 

 

 

  

13年実績 14年実績 対前年増減額

売上高（連結） 106,350 110,996 4,645

販管費 44,504 43,409 ▲ 1,094

　給料手当 22,882 22,099 ▲ 783

　広告宣伝費 4,945 5,228 283

　減価償却費 760 735 ▲ 25

　不動産賃借料 3,940 3,777 ▲ 163

　その他 11,974 11,568 ▲ 406

年間（通期）



Ⅰ．２０１４年度 業績報告  （４） 貸借対照表（連結） 
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単位：百万円 ＜貸借対照表サマリー＞ 

＜貸借対照表（連結） トピックス＞ 

 ・ 現金及び預金については、売上額および利益額の増加等により７５億８千８百万円増加しました。 

 ・ 受取手形及び売掛金の増加率（１０４．８％）については、売上の増加に準じております。 

 ・ 商品及び製品については、仕入および在庫の削減を進めたことにより３７億８千５百万円減少しました。 

 ・ 支払手形及び買掛金の減少率（９５．２％）については、仕入の削減に準じております。 

 ・ 長短借入金については、約定分の返済を行い８億９千４百万円減少しました。 

   自己資本比率は５９．８％となりました。 

13年12月末 14年12月末 対前年増減額 13年12月末 14年12月末 対前年増減額

＜資産の部＞ ＜負債の部＞

流動資産　計 57,757 61,829 4,072 流動負債　計 29,211 26,482 ▲ 2,729

　現金及び預金 19,849 27,437 7,588 　支払手形及び買掛金 16,628 15,824 ▲ 804

　受取手形及び売掛金 13,209 13,849 640 　短期借入金 3,894 2,650 ▲ 1,244

　商品及び製品 22,361 18,575 ▲ 3,785

固定資産　計 40,668 41,333 665 固定負債　計 13,956 14,997 1,040

　有形固定資産 15,862 15,582 ▲ 280 　長期借入金 9,250 9,600 350

　無形固定資産 2,520 2,493 ▲ 27 負債合計 43,167 41,479 ▲ 1,688

　投資その他の資産 22,284 23,258 973

＜純資産＞ 55,257 61,683 6,426

資産合計 98,425 103,163 4,738 負債純資産合計 98,425 103,163 4,738

＊長短借入金計 13,144 12,250 ▲ 894

＊自己資本比率 56.1% 59.8% 3.7%



Ⅰ．２０１４年度 業績報告  （５） キャッシュフロー計算書（連結） 

9 Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

単位：百万円 

＜キャッシュフロー 計算書サマリー＞ 

＜キャッシュフロー計算書（連結） トピックス＞ 

 ・営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払額が４０億６千７百万円ありましたが、税金等調整前当期純利益を 
  ９９億５千３百万円計上し、たな卸資産の減少による増加額が３７億８千８百万円あったこと等により、９９億３百万円の収入となりました。 
 

 ・投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の売却による収入３億３千２百万円がありましたが、 
  有形固定資産の取得による支出６億５千５百万円があったこと等により２億７千６百万円の支出となりました。 
 

 ・財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の純減額による支出８億９千４百万円や、配当金の支払額１０億５百万円が 
  あったこと等により２０億２千９百万円の支出となりました。 

  この結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ７５億８千８百万円増加し、２７４億３千７百万となりました。  

  

 

13年実績 14年実績 対前年増減額

営業活動 C/F 5,285 9,903 4,618

投資活動 C/F 15,347 ▲ 276 ▲ 15,623

財務活動 C/F ▲ 9,664 ▲ 2,029 7,635

年間（通期）



中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
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Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況  （１） ２０１４年 進捗     
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単位：百万円 ＜中期５ヵ年経営計画（定量面）＞ 

 ＜２０１４年 進捗＞ 

  ・ ２０１４年の数値計画については前売額（単体）・売上高（連結）・売上総利益（連結）・営業利益（連結）ともに計画を達成しました。 

  ・ 年間を通しての商品企画の見直しや柔軟な生産調整等による仕入れの効率化を推進し、前売額を確保しながら商品在庫を前年比８３％に削減、 

     効率的な事業運営を実現しました。 

  ・ 今下期よりバーバリー後継事業として立ち上げる計画であるマッキントッシュ ロンドンの発表会を２０１４年１０月に開催し、主要得意先の方々を 

     中心に高い評価を頂きました。 

  ・ ポール・スチュアート事業では、フラッグシップストアである青山直営店を全面改装し、ブランドの世界観を体現しました。 

  ・ エポカ事業では、「ＥＰＯＣＡ」を世界に通用するインターナショナルブランドとして位置づけ、新ディレクターを起用し、リブランディングを推進中です。 

  ・ セレクトショップ業態であるラブレス事業が１０期連続で計画を達成いたしました。２０１４年８月末には新たに「ラブレス京都店」を出店し、順調に 

    推移しています。 

  ・ ＥＣ販路の前売は自社ＥＣサイト（ｉ-Ｓｔｏｒｅ）と物流倉庫・直営店舗の在庫連携の拡大等の施策により、前年に対して年間プラスを確保することが 

    出来ました。 

  

  

2013 2015 2016 2017 2018
実績 計画 実績

  売上高（連結） 106,350 107,000 110,996 96,000 85,000 90,000 100,000
  売上総利益（連結） 51,558 51,700 53,623 45,200 38,800 42,500 48,500
  営業利益（連結） 7,053 7,200 10,213 200 ▲2,000 2,000 5,000

2014
計画

136,580 138,000 142,830 123,000 110,000 119,000 130,000  前売額 （単体）
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＜販路別前売実績＞ 
単位：百万円 

＜販路別前売実績（単体）  トピックス＞ 

 ・１４年通期業績計画については、第２四半期累計期間決算時点で、それまでの実績を踏まえつつ、下期は当初計画を据え置きとして、上方修正を 
  しました。 

 ・百貨店販路 ： 前年比１０２％  日本百貨店協会発表の全国百貨店衣料品計の通期前年比は９９％と前年割れであるが、当社においては、 

              基幹３事業が前年比１０４％、ラブレスを除く準基幹３事業が前年比１０３％、基幹事業計で前年比１０３％と全体的に堅調に 

                               推移し、主販路における前売を牽引しました。 

 ・FB・路面他 ： 前年比１２４％  免税対応店舗の拡大等の施策が奏功してインバウンド需要の増加もあり、通期業績を前年に対して大きく 

             プラスできました。 

 ・EC・通販 ：  前年比１１１％  消費増税の影響もあり下期の成長は鈍化しましたが、自社ＥＣサイト（ｉ-Ｓｔｏｒｅ）と物流倉庫・直営店舗の在庫 

              連携の拡大等の施策により、前年に対して通期でプラスを確保しました。 

 ・アウトレット ： 前年比１０９％  投入商品の早期展開、インバウンド需要の増加等により上期・下期共に前年に対してプラスとなりました。 

 

Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況  （２） 販路別前売 実績（単体）    

（注）年間（通期）の１４年計画については２０１４年７月３１日公表の通期業績予想の修正数値（上期実績+下期計画） 

（注） 

対前年 対計画 対前年 対計画 対前年 対計画

百貨店紳士服 22,800 22,700 23,150 350 450 24,260 24,600 24,750 490 150 47,060 47,750 47,900 840 150

百貨店婦人服 29,590 29,600 30,250 660 650 29,170 29,600 30,250 1,080 650 58,760 59,850 60,500 1,740 650

百貨店子供服 1,070 1,100 1,040 ▲ 30 ▲ 60 1,310 1,160 1,170 ▲ 140 10 2,380 2,200 2,210 ▲ 170 10

百貨店計 53,460 53,400 54,440 980 1,040 54,740 55,360 56,170 1,430 810 108,200 109,800 110,610 2,410 810

FB・路面店 6,540 6,500 7,460 920 960 7,190 7,470 8,800 1,610 1,330 13,730 14,900 16,230 2,500 1,330

EC・通販 1,520 1,600 1,770 250 170 1,330 1,730 1,400 70 ▲ 330 2,850 3,500 3,170 320 ▲ 330

アウトレット 5,430 5,500 6,010 580 510 6,370 6,440 6,810 440 370 11,800 12,450 12,820 1,020 370

百貨店以外計 13,490 13,600 15,210 1,720 1,610 14,890 15,640 17,010 2,120 1,370 28,380 30,850 32,220 3,840 1,370

合計 66,950 67,000 69,650 2,700 2,650 69,630 71,000 73,180 3,550 2,180 136,580 140,650 142,830 6,250 2,180

13年実績
増減額

13年実績 14年計画 14年実績 14年計画 14年実績
増減額

上期　（1Q・2Q） 下期　（3Q・4Q） 年間　（通期）

14年計画 14年実績
増減額

13年実績

（注） 
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＜基幹事業前売＞ 
単位：百万円 

＜基幹ブランド前売推移  トピックス＞  

  ◆基幹3事業   

 

 

 

   

   

Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況  （３） 基幹ブランド前売 推移    

 

    ・ マッキントッシュ事業はマッキントッシュ フィロソフィーがメンズ・ウィメンズ共に前年からプラス。メンズのトロッターシリーズ、 
      ウィメンズのレインアイテムなど好調アイテムが牽引しました。 
    ・ ポール・スチュアート事業は旗艦店である青山直営店の改装効果、及びMD精度向上による高付加価値商品・サービスの提供が 
      奏功して前年に対してプラスを確保しました。 
    ・ エポカ事業はメンズがＭＤ精度の向上効果により前年に対して大きくプラスを確保することが出来ました。ウィメンズのエポカに 
      つきましてはブランドリノベーションに取組み、既存顧客への新しい提案に加え新規顧客へのアプローチを推進しております。 

  

    ・  アマカ事業は店舗数の増加により、前年に対してプラスとなりました。 
    ・  エヴェックス事業はバッグを中心とした雑貨ＭＤ（エヴェックス ラ ボルセッタ）の拡がりによる既存売場拡大を図り、前年に対して 
       プラスとなりました。 
    ・  トゥービーシック事業はＥコマース・アウトレット販路が２桁増となりました。 
    ・  ラブレス事業は買付商品やオリジナル企画商品のＭＤ精度向上を継続的に推進し、８月末には８店舗目となる「ラブレス京都店」 
      をオープンし、下期も好調に推移しました。１０期５年連続で計画を達成し、今期は新規２店舗を加え更に成長を加速させていきます。 

 

◆準基幹4事業 

 

マッキントッシュ事業 （メンズ・ウィメンズ） 3,460 4,010 116% 550 3,510 3,660 104% 150 6,970 7,670 110% 700

ポール・スチュアート事業 （メンズ・ウィメンズ・スポーツ） 4,650 4,960 107% 310 4,510 4,670 104% 160 9,160 9,630 105% 470

エポカ事業 （メンズ・ウィメンズ・セレクトショップ） 3,990 4,160 104% 170 3,740 3,590 96% ▲ 150 7,730 7,750 100% 20

アマカ事業 （ウィメンズ） 1,930 1,980 103% 50 1,690 1,780 105% 90 3,620 3,760 104% 140

エヴェックス事業 （ウィメンズ） 2,600 2,830 109% 230 2,590 2,730 105% 140 5,190 5,560 107% 370

トゥービーシック事業 （ウィメンズ） 2,840 2,860 101% 20 2,460 2,420 98% ▲ 40 5,300 5,280 100% ▲ 20

ラブレス事業 （セレクトショップ） 990 1,140 115% 150 1,130 1,290 114% 160 2,120 2,430 115% 310

20,460 21,940 107% 1,480 19,630 20,140 103% 510 40,090 42,080 105% 1,990

前年比
対前年
増減額

7事業合計

上期　（1Q・2Q） 下期　（3Q・4Q） 年間　（通期）

ブランド 13年実績 14年実績 前年比
対前年
増減額

13年実績 14年実績 前年比
対前年
増減額

13年実績 14年実績



２０１５年度 事業計画 
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◇２０１５年度 事業計画における重点ポイント  

 ・ 新規事業の成功 

   （1）マッキントッシュ ロンドン事業の新規一斉立ち上げ （８月以降～） 

   （2）ブルーレーベル・クレストブリッジ，ブラックレーベル・クレストブリッジ事業の一斉立ち上げ （７月以降～） 

   （3）新規事業に対して全社的に投資の集中 （売場施工費 / 広告宣伝費 / 販売促進費 ｅｔｃ） 

 

 ・ 基幹事業の強化・推進  

   （1）ＥＰＯＣＡ リブランディングの成功と推進 （２０１４年度より継続～） 

   （2）ポール・スチュアート事業の更なる高付加価値化と顧客満足度の向上 （直営店ＭＤの精度ＵＰと百貨店ＭＤの高付加価値化推進） 

       および既存店舗の大型化の推進と環境の刷新 

   （3）ラブレス事業の新規出店（２店舗）の成功 （４月１５日予定/大阪梅田地区、４月２５日予定/仙台地区） 

 

 ・ Ｅコマース事業の推進 

   （1）ＳＡＮＹＯ iＳｔｏｒｅポイント制度導入による新規顧客の獲得と顧客満足度の向上 （９月～） 

   （2）マッキントッシュ ロンドンおよびブルーレーベル・クレストブリッジ，ブラックレーベル・クレストブリッジ ＥＣ販路での販売を開始（９月～）  

   （3）ＳＡＮＹＯ ｉＳｔｏｒｅ新ＥＣシステムの導入 （７月～） 

   （4）在庫データの一元化による販売機会ロスの削減 （２０１４年度直営店より導入開始） 

 

 ・ 「ものづくり力」の強化とオリジナル事業の規模拡大 

   （1）「１００年コート」を軸とした「ＴＩＭＥＬＥＳＳ ＣＯＡＴ」シリーズを拡大、国内のみでなく海外販路での展開を推進 

   （2）国内の子会社であるサンヨーソーイング並びに当社主力協力工場を核とした「ジャパンメイド商品」を強化、価格以上に価値ある商品を提案 

   （3） 「ＴＩＭＥＬＥＳＳ ＷＯＲＫ．」を体現する事業として、サンヨー・エッセンシャルズの展開開始 （２０１５年３月中旬  Ｅコマースより） 

 

Ⅲ．２０１５年度 事業計画  （１） 事業計画における重点ポイント 
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Ⅲ．２０１５年度 事業計画  （２） 損益計算書（連結） 

＜売上高及び利益額＞ 
単位：百万円 

＜２０１５年度 売上利益 計画＞ 

・ ２０１５年度においては、バーバリーブランドのライセンス契約終了に伴う事業構造改革を積極的に推進し、「中期５ヵ年経営計画」を 
  実現する為の最重要年度と位置づけ、事業の効率化を図りながら基幹事業の拡大・新規事業の成功に取組んでまいります。 

・ 上期については不採算売場の撤退および前年の消費増税前の駆け込み需要を考慮して手堅い計画とし、下期についてはバーバリー事業 
  撤退に伴う店舗数減等のマイナスの影響を考慮しています。 

・ ２０１５年度に見込まれるバーバリーブランドのライセンス契約終了によるマッキントッシュ ロンドン等へのブランド変更等に係る費用（売場 
  施工費他）につきましては、２０１４年５月に発表した「中期５ヵ年経営計画」においては営業損益に含めておりますが、２０１５年度の決算では 
  特別損失に計上する予定です。 
  

売上高 53,270 50,800 ▲ 2,470 57,726 45,200 ▲ 12,526 110,996 96,000 ▲ 14,996

総利益額 26,228 24,650 ▲ 1,578 27,395 20,550 ▲ 6,845 53,623 45,200 ▲ 8,423

利益率 49.2% 48.5% -0.7% 47.5% 45.5% -2.0% 48.3% 47.1% -1.2%

販管費 21,713 21,650 ▲ 63 21,696 20,350 ▲ 1,346 43,409 42,000 ▲ 1,409

販管費率 40.8% 42.6% 1.8% 37.6% 45.0% 7.4% 39.1% 43.8% 4.7%

営業利益 4,515 3,000 ▲ 1,515 5,698 200 ▲ 5,498 10,213 3,200 ▲ 7,013

利益率 8.5% 5.9% -2.6% 9.9% 0.4% -9.5% 9.2% 3.3% -5.9%

経常利益 4,570 3,100 ▲ 1,470 5,778 300 ▲ 5,478 10,348 3,400 ▲ 6,948

利益率 8.6% 6.1% -2.5% 10.0% 0.7% -9.3% 9.3% 3.5% -5.8%

純利益 3,173 1,800 ▲ 1,373 3,145 ▲ 1,700 ▲ 4,845 6,318 100 ▲ 6,218

利益率 6.0% 3.5% -2.5% 5.4% -3.8% -9.2% 5.7% 0.1% -5.6%

対前年

増減額（率）
14年実績 15年計画

対前年

増減額（率）
14年実績 15年計画

対前年

増減額（率）
14年実績 15年計画

上期　（1Q・2Q） 下期　（3Q・4Q） 年間　（通期）
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＜販路別前売計画＞ 
単位：百万円 

Ⅲ．２０１５年度 事業計画  （３） 販路別前売 計画（単体） 

 ＜２０１５年度 前売計画＞ 

 ・マッキントッシュ ロンドン事業については７月よりメンズ・ウィメンズ（Ｌサイズ含む）を全国百貨店・直営店への出店を開始いたします。  

 ・バーバリー・ブルーレーベル、バーバリー・ブラックレーベルについては既存のブランドコンセプト・売場を継承して、７月より 

  ブルーレーベル・クレストブリッジ， ブラックレーベル・クレストブリッジとして随時ブランドを切り替えていきます。 

 ・ 「ＴＩＭＥＬＥＳＳ ＷＯＲＫ．」を体現する事業として、サンヨー・エッセンシャルズの展開を開始いたします。（２０１５年３月中旬） 

 ・マッキントッシュ ロンドンおよびブルーレーベル・クレストブリッジ，ブラックレーベル・クレストブリッジのＥＣ販路での販売を開始いたします。 

  （２０１５年９月予定） 

  

14年実績 15年計画 前年比 対前年増減額 14年実績 15年計画 前年比 対前年増減額 14年実績 15年計画 前年比 対前年増減額

百貨店紳士服 23,150 22,500 97% ▲ 650 24,750 19,500 79% ▲ 5,250 47,900 42,000 88% ▲ 5,900

百貨店婦人服 30,250 29,400 97% ▲ 850 30,250 24,000 79% ▲ 6,250 60,500 53,400 88% ▲ 7,100

百貨店子供服 1,040 800 77% ▲ 240 1,170 500 43% ▲ 670 2,210 1,300 59% ▲ 910

百貨店計 54,440 52,700 97% ▲ 1,740 56,170 44,000 78% ▲ 12,170 110,610 96,700 87% ▲ 13,910

FB・路面店 7,430 7,200 97% ▲ 230 8,800 4,600 52% ▲ 4,200 16,230 11,800 73% ▲ 4,430

EC・通販 1,770 1,800 102% 30 1,400 1,700 121% 300 3,170 3,500 110% 330

アウトレット 6,010 5,000 83% ▲ 1,010 6,810 6,000 88% ▲ 810 12,820 11,000 86% ▲ 1,820

百貨店以外計 15,210 14,000 92% ▲ 1,210 17,010 12,300 72% ▲ 4,710 32,220 26,300 82% ▲ 5,920

合計 69,650 66,700 96% ▲ 2,950 73,180 56,300 77% ▲ 16,880 142,830 123,000 86% ▲ 19,830

上期　（1Q・2Q） 下期　（3Q・4Q） 年間　（通期）



Ⅲ．２０１５年度 事業計画  （４） 基幹ブランド前売 計画  
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＜基幹事業前売＞ 

＜２０１５年度 前売計画＞  

 ・ 新規事業であるマッキントッシュ ロンドン（メンズ・ウィメンズ・ウィメンズＬサイズ）を下期より全国で２４０店舗（２０１５年２月時点）出店の予定です。 

 ・ ポール・スチュアート事業では青山旗艦店を中心にブランドイメージの向上を図りつつ、メンズで好調なスーツアイテムに新ラインを加えて強化、 
   スーツ拡販に注力いたします。 

 ・ エポカ事業ではウィメンズのエポカのリブランディングを更に推進します。サイズ展開の拡充・プライス戦略商品の提案等に加え、店頭スタッフの 
   さらなるレベルアップにより新たな顧客を獲得します。 

 ・ ラブレス事業については上期新たに２店舗出店（４月/梅田、仙台）を計画、規模拡大を推進します。 

 ・ 上期においては不採算売場の見直しを進め（３０売場）、下期についても更なる効率化を追求します。 

 

単位：百万円 

14年実績 15年計画 前年比 対前年増減額 14年実績 15年計画 前年比 対前年増減額 14年実績 15年計画 前年比 対前年増減額

マッキントッシュ事業 （メンズ・ウィメンズ） 4,010 3,860 96% ▲ 150 3,660 11,460 313% 7,800 7,670 15,320 200% 7,650
ポール・スチュアート事業 （メンズ・ウィメンズ・スポーツ） 4,960 4,950 100% ▲ 10 4,670 5,080 109% 410 9,630 10,030 104% 400
エポカ事業 （メンズ・ウィメンズ・セレクトショ ップ） 4,160 4,190 101% 30 3,590 3,970 111% 380 7,750 8,160 105% 410

アマカ事業 （ウィメンズ） 1,980 1,980 100% 1,780 1,850 104% 70 3,760 3,830 102% 70
エヴェックス事業 （ウィメンズ） 2,830 2,800 99% ▲ 30 2,730 2,800 103% 70 5,560 5,600 101% 40
トゥービーシック事業 （ウィメンズ） 2,860 2,830 99% ▲ 30 2,420 2,500 103% 80 5,280 5,330 101% 50
ラブレス事業 （セレクトショ ップ） 1,140 1,290 113% 150 1,290 1,440 112% 150 2,430 2,730 112% 300

21,940 21,900 100% ▲ 40 20,140 29,100 144% 8,960 42,080 51,000 121% 8,920

上期　（1Q・2Q） 下期　（3Q・4Q） 年間　（通期）

ブランド

7事業合計



Ⅲ．２０１５年度 事業計画  （５） 販路別売場数 計画（単体）   
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＜販路別 売場数（ドア数）推移 （国内での前売計上売場のみ）＞ 
単位：店 

（注）季節性の強い「コート平場」を除く 

＜マッキントッシュ ロンドン新規出店売場数について＞ 

・ 全国百貨店売場にてマッキントッシュ ロンドンメンズで１１０店舗、マッキントッシュ ロンドンウィメンズで１１０店舗、 

   マッキントッシュ ロンドンウィメンズＬサイズで２０店舗、全国で２４０店舗を出店予定。（２０１５年２月時点） 

 

 ＜不採算売場の撤退について＞ 

・ 既存展開店舗の不採算売場の見直しを推進して事業の効率化を図ります。 

  上期は３０売場（予定）、下期は現時点では未定ですが引続き見直しを継続します。  

 

 

13年実績 14年実績 前年比 増減 15年(予想） 前年比 増減

百貨店 1,554 1,555 100.1 1 1,430 92.0 -125 

百貨店以外 96 98 102.1 2 90 91.8 -8 

計 1,650 1,653 100.2 3 1,520 92.0 -133 

12月31日時点



2015年度 ブランド展開・CSR活動 
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展開開始時期：2015年秋冬シーズン 
 
展示会開催：3月18・19日   （報道説明会：3月16日） 
 
場所：三陽商会 青山ビル B1F 
 
展開店舗計画：全国百貨店約240売場 

Ⅳ．２０１５年度 ブランド展開   
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Ⅳ．２０１５年度 ブランド展開    

 
   

 

展開開始時期：2015年秋冬シーズン 
 
ブランド ティザーサイト開始日：2月13日 
 
デビューランウェイ開催日：3月31日 
 
クリエイティブ ディレクター：三原 康裕 氏 

BLUE LABEL CRESTBRIDGE 
BLACK LABEL CRESTBRIDGE 

バーバリー・ブルーレーベルならびにバーバリー・ブラックレーベルの後継ブランドとして、新たに「ブルーレーベル・クレ
ストブリッジ」「ブラックレーベル・クレストブリッジ」を立ち上げます。 
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Ⅳ．２０１５年度 ブランド展開    

 
   

 

ラブレス、ギルドプライムのセレクトショップ事業は、現在の8店舗（ラブレス
5店舗、ギルドプライム3店舗）から2018年に20店舗展開を目指し、拡大を
はかります。 
2015年においては4月にギルドプライムが仙台と梅田に2店舗オープンい
たします。 
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Ⅳ．２０１５年度 ブランド展開 

   

 TIMELESS WORK. の取組みについて 

2013年 
 
トレンチコート 
 メンズ・ウィメンズ 各１型 
 
 
 

2014年 
 
トレンチコート 
バルマカーンコート 
 メンズ ２型 
 ウィメンズ ３型 
 

2015年 
 
・海外事業展開 
・販路拡大 
 （セレクトショップ・WEB等） 

 
 

■2015年3月中旬  「SANYO ESSENTIALS （サンヨー・エッセンシャルズ） 」 デビュー 

本質的な上質さを求めている大人に向け、確かなものづくりから生まれる
品格のあるベーシックを提案するオンライン・ショップ・ブランド。 

「TIMELESS WORK. ほんとうにいいものをつくろう。」＝2013年タグライン策定 
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Ⅳ．２０１５年度 ブランド展開    

 
   

 

      コンセプト：「High Clean Basic」 
             美しい仕立てに心地よい風合い 
             着るたびに感じる品質の良さ 
             確かなものづくりから生まれる 
             品格のあるベーシック 
 
      ターゲット：「本質的な上質さを求めている大人」 
             様々なファッションを楽しんできた目の肥えた 
             男性と女性 
 
      展開商品：細部にまでこだわったほんとうにつくりのいい 
             トータルアイテムをメンズ・ウィメンズで展開 
 
   発売開始時期：2015年3月中旬 
 
         販路：サンヨー・アイストア 

SANYO ESSENTIALS （サンヨー・エッセンシャルズ） 

本質的な上質さを求めている大人に向け、確かなものづくりから生まれる品格のあるベーシックを提案するオンライン・ショップ・ブランド。 
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Ⅳ．２０１５年度 ＣＳＲ活動 

服を大切に長く着る心を育てる「服育」の一環として、2014年から東京
都内の学校で「服育授業」をスタートしました。 

2014年は2校で実施しましたが、2015年は新たに3校を加え、計5校での
実施を計画しています。 

当社のデザイナーやパタンナーが家庭科の授業に参画し、デザイナー
やパタンナーの職業（キャリア学習）や、服ができるまでのプロセスを説
明しながら、子どもたちと一緒にバッグやエプロンを製作します。 

＜服育授業＞ 

社会貢献活動 

服育授業 風景 2013年には自社工場のある地域において、子どもたちの為の工場見
学をスタートしています。2013年は4校、2014年は3校が実施し、2015
年も実施を計画しています。 

＜工場見学＞ 
工場見学 風景 

「think.sanyo」とは、<真・善・美>の社是の下、当社がＣＳＲ基本方針として掲げる「ＣＳＲの理念」を表す言葉として生み出されました。 
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Ⅳ．２０１５年度 ＣＳＲ活動 

2014年、当社は衣料では初めてグリーンダウン（再生羽毛）を使った
コートを商品化し販売致しました。 
 

また、商品化するだけではなく、循環型のものづくりを体現する為、
ダウンの回収にも参画しています。 
 
2014年は11月に大阪で開催された環境啓発イベント「ロハスフェス

タ」に参加しイベント来場者から不要になった羽毛製品の回収を実
施しました。 このイベントでは初年度にもかかわらずダウンジャケッ
ト64着、羽毛布団5枚を回収することができました。 
 

一方、当社社員の環境意識啓発を図ることを目的に支店を含む全
社に「ダウン回収ボックス」を設け、社員からも不要になった羽毛製
品を回収しております。 

 

当社では、2015年も引き続きこれらの活動を展開してまいります。 

 
2014年11月大阪ロハスフェスタにて 

＜グリーンダウン（再生羽毛）＞ 

環境活動 

＜和綿栽培『渡良瀬エコビレッジ』＞ 

当社では2013年から、栃木県の「渡良瀬エコビレッジ」にて和綿の栽培
を実施しています。 

社員が参加することにより、企業として環境への理解を深める試みと
なっています。 
5月の種まきから始まり11月の収穫まで合計3回の実施を予定してい
ます。 

この活動では収穫された和綿による製品化も計画しています。 
渡良瀬エコビレッジ『SANYO COTTON FIELD』 



＜本資料に関する問い合わせ先＞ 

経営統轄本部 経営企画室長 

伊藤 譲 

℡番号 03-6380-5421（直通） 
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